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2 会報誌「せいらんそう」 第58号 2024.12 発行 

 この度、『上大野 夢と希望のフラワーロードの会』が主

催する道路愛護活動（花壇整備、歩道清掃等）に対し、国土交

通大臣表彰が授与されました。この場を借りまして、本活動に

携わっておられる皆様方、長年に渡り物心両面でご支援頂いて

いる境工事事務所の皆様方に対し、心より御礼申し上げます。 

 さて、本活動の歴史を振り返りますと、始まりは平成21年5

月に遡ります。ご利用者が参画するリサイクル活動により得ら

れた収益を原資とし、管理が途絶えていた県道124号線沿いの

花壇を復活させました。当時は植物の育成に関する知識が殆ど

無く、全てが手探りの状態でした。 

 その後、地域の様々な機関や団体との協働に発展し、平成

27年には茨城県道路ボランティアの認定を取得。晴れて冒頭

の活動グループが発足しました。 

 最大の試練はコロナ禍でした。ソーシャルディスタンスの推奨に

より作業規模や工程の見直しを迫られましたが、感染予防対策と活

動継続を両立し、困難な時期を乗り越えました。協働する皆様から

の助言や励ましが、大きな後押しとなりました。 

 この15年間を振り返りますと、本当に様々な思い出が浮かんでき

ます。大変だった事も一つや二つではありません。それでも、この

活動が上大野地区を明るくし、人と人の繋がりを生み出す一助に

なったのであれば無上の喜びです。 

 終わりにもう一度感謝の言葉を述べさせて頂き、本稿を閉じたい

と思います。本当にありがとうございました。今後ともご指導、ご

支援の程、宜しくお願い申し上げます。（青嵐荘療護園 髙橋） 

芳香会では平成20年度より法人全体でエコ活動を行っております。 この取組みはご利用者・ご家族・職員・地域の方々のご

協力を得て大きな共同作業となっております。 エコ活動による収益は植栽活動やリサイクル活動に必要な物品の購入等に利

用されています。 
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 人は素肌に少し圧をかけしっかり触れる・なでる等により、幸せホルモンと呼ば

れる「オキシトシン」が発生することが実験により証明されています。タッチケア

は、それらを5～10分程度行うことで、両者に精神的な安定をもたらし、絆を深める

ものです。 

 筑西市にある障害者支援施設ピアしらとりでは、試行期間を経て令和3年より本格

的にタッチケアを利用者支援に取り入れています。今回、ピアしらとりの石井施設長より説明会の

ご提案をいただき、法人内障害分野の職員12名が参加しました。始めに講義を受け、その後実技

（施術指導）に移りました。実技では2人1組となり、交代で相手の腕・背中等に軽く圧をかけ、位

置をゆっくり移動させながら触れていきました。すると手のひらの温かさが触れたところから伝

わってきました。「手のひらってこんなに温かいんだ」という驚きの体験でした。私と同じように

参加者の多くが手のひらの温かさや得られる安心感を感じていました。 

 人は乳児期・幼児期と小さい時は多くのスキンシップを受けてい

ますが、児童期を過ぎるとスキンシップの量は減っていき、成人に

なると人から触れられる機会が少なくなります。お互いに触れ合う

ことは、両者に安心感を得られる効果が期待できます。ご利用者・

支援者間の人間関係が良くなることは、ひいては虐待防止にも繋が

ります。 

 参加者はタッチケアの意義を理解し、日々の自身の業務を振り返

り、また今後の支援の選択肢の一つとして学ぶことができた有意義

な説明会となりました。       (青嵐荘蕗のとう舎 池田） 

 10月16日～18日山口県にて開催された全国福祉村サミットへ参加

させて頂きました。今回で23回目となる福祉村サミットとは芳香会同

様【高齢者・障害者・児童施設】を運営する社会福祉法人が課題を共

有し改善策を探る事と共に貴重な情報交換の機会を得られる大会であ

ります。今回沢山学ばせて頂きましたが、特に印象に残っている2点

を報告させて頂きます。 

 1点目は『発信力』です。今回は2講演と8実践発表がありました

が、会場が明らかに盛り上がっている講演・発表が2つありました。

どちらも共通するのは冒頭に時間を費やしユーモアを交えながら自己紹介をしていたことです。そし

て内容部分では要点を絞って落ち着いた言葉で非常に分かりやすく、時には言葉を強くし熱量を持っ

て表現されており心に残りました。今後、色々な機会で発信する際は是非参考にしたいと考えまし

た。 

 2点目は『学びと人との繋がり』です。私も20年以上福祉に携わってきましたが

全く知らない事業活動や言葉がある事をこの大会で学びました。リモート大会の場

合、更に学びを深めたいと思っていても当事者に聞く事は難しいですが、集合・対

面大会では直接お会いし疑問等を伺う事が出来、且つ人との繋がりを形成する事が

出来ます。この機会を逃さない様に沢山の方と交流し、ご縁を築けた事は私の大き

な財産となりました。 

 最後に、この度は参加機会を頂き誠にありがとうございました。湯田温泉の美肌

の湯はとても良く、若返りました。今後も精進してまいります。           

                                        （グループホーム穂の香 西村） 
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2024年度 夏行事紹介  

8月14日 療護園夏祭りを開催しました ☺ 
  

 8月14日に夏祭りを開催しました。昼食からのスタートとなりましたが、屋台をイメージしたメ

ニューを考案したところ大変好評を博し、利用者の皆さんが美味しそうに召し上がっている姿が印象

的でした。 

 お祭りの第１部では、職員が「おどるポンポコリン」「ＵＳＡ」「唱」の曲に合わせてキレキレな

ダンスを披露し、最後はマツケンに扮した職員と一緒に利用者も『マツケンサンバⅡ』を踊りまし

た。ご利用者や実習生と協力して作成したマツケンサンバ棒を持って体を動かしながら楽しい時間と

なりました。 

 続く第2部では、夏の風物詩である花火鑑賞を実施しました。天気が不安定だったため、直前までど

うなるかハラハラしましたが、鑑賞中に雨が降ることはなく無事に終了する事が出来ました。 

 今回もご家族の参加が叶わず残念でしたが、今後も四季折々の行事を企画し、季節感を味わっても

らえるような工夫をすることで、ご利用者の楽しそうな笑顔を再

び見られるといいなと思います。 

     （青嵐荘療護園 杉田） 

屋台メニュー♬ 

フィナーレの花火 

みんなでマツケンサンバ☺ 

マツケンサンバⅡ✨ 

名の崎まつりに初参加！ 
 

 青嵐荘つくし園・蕗のとう舎では、今夏初めて、地元の大きなお祭り“名の崎まつり”に参加しま

した！！ 

 このお祭りは、古河市第20地区（名崎小学校区）15の行政区が集まって実施しています。その中に

は施設がある並木地区・瀬戸屋敷地区も含まれています。今回、行政区役員との繋がりを活かし、販

売をさせてもらうことが出来ました。私たちは利用者手作りの作品と野菜を販売し、多くの方々が足

を運んでくださいました。ありがとうございました。 

 販売の結果はというと、野菜はほぼ完売することが出来ましたが、利用者手作り作品は売れ行きが

伸びず、もう少し商品や販売方法の工夫が必要だと感じました。 

 今回のお祭りは残念なことに、途中からゲリラ豪雨に見舞われ、19時頃中止となってしまいました

が、地域交流として新たな第一歩を踏み出せたと感じます。初めての参加ということもあり、利用者

の参加は出来ませんでしたが、次回は一緒に参加し地域住民との交流を積極

的に行っていきたいと思います。（青嵐荘蕗のとう舎 長谷川） 
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（
長
谷
川
） 

神社の清掃活動 
花壇の除草作業 

野菜作り 

みのりホーム 
インスタグラムはこちら 
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 青嵐荘ケア・アシスタンス (介護老人保健施設) 

 青嵐荘特別養護老人ホーム 

各施設の年長者様にインタビューをしました。 

ご協力ありがとうございました。 
これからもお元気で、長生きしてくださいね♪ 

山田 ふさ子様 (通所リハビリ) 

大正12(1923)年12月25日生 

 

年齢：100歳 

好きな食べ物：なんでも好き 

長寿の秘訣： 

好き嫌いなく何でも食べること 

＼＼ 皆勤賞 ／／ 

石山 盈男様 (通所リハビリ) 

昭和10(1935)年4月5日生 

 

年齢：89歳 

好きな食べ物：ちらし寿司 

長寿の秘訣： 

「できるだけ明るく少しのことで

も落ち込まないで前向きに」

を心がけております。 

鶴見 マツエ様 (入所) 

昭和9(1934)年11月1日生 

 

年齢：90歳 

好きな食べ物：家で採れたみかん 

コメント：何でも食べるよ。 

もう90になるんだってな～。 

 

猪野瀬 せき様 

大正12（1923）年11月5日生 

 

年齢：101歳  

好きな食べ物：(ご家族より) 

ご自宅では漬物をつけたり、豆類 

や川魚を料理して煮物など食べて 

いたとの事。 

コメント：ありがとうございます。 

鈴木 たい様 

  大正11（1922)年1月21日生 

 

年齢：102歳 

好きな食べ物：お饅頭 

コメント：ありがとうございます。 

出山 てる様 

大正11（1922）年8月23日生 

 

年齢：102歳 

好きな食べ物： 

好き嫌いなく何でも食べています。 

コメント：皆さんに良くしてもらっ 

てありがとうございます。長生きさ 

せてもらい本当にありがたいです。 
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 『歴史ある事業所の苦渋の決断に至るまで』      青嵐荘養護老人ホーム 

 青嵐荘養護老人ホームは1971（昭和46）年4月に芳香会のはじまりの施設として開設

し、今年度で53年が経過します。以来、環境上および経済的な理由を入所要件とする老

人福祉法に基づく措置施設として地域の中のセーフティネット施設としての役割を担っ

てきました。2006年の介護保険法改正時より介護保険法上の特定施設入居者生活介護の

指定を受け、自立者と要介護者が混在する施設として運営。この介護保険法改正時に措

置費の全額が市町村支弁となったことで措置控えを進める自治体もあり、定員割れによ

り経営維持に苦慮する施設が県内にもみられるようになりました。当施設においても

2012年から要介護者の重度化・高齢化が加速し退所者が増加。自治体の措置控え等の影

響もあり空床が増えたことで経営状態が悪化、特定施設の体制維持が困難な状況に陥り

ました。この状況を打開するため養護老人ホームの役割や機能を活かしつつ、新たな運

営方法に取り組むことを決定し、2017年より独自の契約入所事業の開始に至りました。

併せて自立準備ホームとして登録することで支援対象の幅を広げるとともに措置入所と

なるケースの掘り起こしにも積極的に取り組んでまいりました。しかしながら自治体か

らの措置入所の依頼件数は増えず、入所率は年々低下。自立した運営をするだけの収入

確保が困難な状況が数年継続しています。今後もこの状態が改善する見込みは薄く、こ

れ以上必要な運営費の繰り入れをしていただきながらの事業継続は困難であると言わざ

るを得ない状況となりました。 

 結城デイサービスセンター「青嵐荘」は1994（平成6）年4月に開設し、今年度で30

年が経過します。当時は少なかったのですが、介護保険制度の施行以降、市内や隣接市

の事業所数は大幅に増加しています。デイサービスの経営においては登録者数を確保し

つつ、いかに定員枠を充足させることができるかという点が重要となりますが、他の在

宅サービスとの併用による欠員枠の発生や重度化による入院・施設入所へ移行すること

も多いため、安定した利用者確保の難しさがあります。この対策として積極的に臨時利

用の呼びかけや利用頻度を増やしていただけるよう個別メニューの充実など様々な工夫

をしながら取り組んでまいりましたが収支状況の改善にまでは至っておりません。 

 両事業ともに数年にわたる厳しい経営状況が継続しており、法人本部を交えた定期的

な会議において今後の運営について繰り返し検討した結果、苦渋の決断ではございます

が青嵐荘養護老人ホームならびに結城デイサービスセンター「青嵐荘」は2025年3月末

日をもって廃止することとなりました。 

 2つの事業は当時の先駆けとなる福祉事業所として開所し、地域の方々の支えとなるべ

く長年に渡って事業を運営してまいりました。これからも地域の中で必要とされるべき

事業であり、まだ何とかできるのではという思いもありましたが、事業所の努力だけで

はどうにも改善することができない外的要因などの影響は非常に大きく、この度の苦渋

の決断となりました。両事業所の最後の管理者として忸怩たる思いではありますが、こ

れまでご利用されてきた多くの方々や協力いただいた関係機関の方々、そして厳しい状

況の中でも共に同じ道を歩んでいただいた職員には深く感謝を申し上げるとともに事業

所が閉鎖を迎えるその日まで、誠意をもって職務を遂行していきたいと考えおります。 

                                   （根本） 

『お泊り保育の再開』                    たま保育園 

 ４年ぶりのお泊り保育。この経験を通して、子どもたちが助け合い、いつもとは違った一面を感じられるようになる

ことと、家族と離れて過ごすことで、自立する喜びを感じ、自信がもてる事をねらいとしています。 

 「どう過ごすのか？」「夕ご飯は何を作って食べるのか？」など、子どもたちを中心に、話し合って決めていきまし

た。今回は、①Ｔシャツを作る②電車に乗って買い物③夕飯はカレーとデザートを

作る、の３本柱に決めました。キャッシュレス、冷凍食品等、便利な時代だからこ

そ、経験して欲しい内容になりました。Ｔシャツは「タイダイ染め」という染色方

法を使い、事前に作成。それを着て初日を迎えました。作成後は、Ｔシャツ効果が

あり、お泊り保育に不安を抱えていた子どもたちの気持ちが、期待感に変わってい

く様子を感じることが出来ました。 

 そして、家族と離れて過ごす夜。不安もあったと思いますが、お友だちが一緒に

いることが励みになっていたと思います。翌日の保護者の皆様との再会場面では、

「○○が出来たよ」「泣かなかったよ」等、親子で達成感や自信、安堵感を伝え

合っている姿が印象的でした。（中山） 
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編  

集  

後  

記 

法
人
内
各
事
業
所
で
は
や
っ
と
活

気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
安
堵
せ

ず
、
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す 

。
ま
た
、
今
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
気
候
変
動
の
激
し
い
一

年
で
し
た
。
地
震
・
水
害
等
に
よ

る
被
害
は
多
大
で
、
ま
だ
ま
だ
復

興
に
向
け
て
の
対
応
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
対
策
等
が
必
要
で
す
。
来
年

は
穏
や
か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
（
光
） 

 

高
齢
者
施
設
の
年
長
者
様
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
「
何
で
も
良
く
食
べ

る
」
と
い
う
方
が
多
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
良
く
食
べ
、
前
向
き
な

心
持
ち
で
心
身
と
も
に
健
や
か
に

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。(

礼) 

 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

車
の
ド
ラ
イ
ブ
動
画
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
は
、

オ
ー
ト
マ
車
と
違
い
手
動
で
ギ
ア

を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で

大
変
で
す
が
、
自
分
で
車
を
操
作

し
て
い
る
気
分
に
な
れ
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
で
ド

ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
な
。
（
剛
） 

 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
レ
モ
ン

が
豊
作
！
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
で

す
♪
今
年
は
レ
モ
ン
酒
と
レ
モ
ン

シ
ロ
ッ
プ
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
麻
） 

※写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。 
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11
月
３
日
秋
晴
れ
の
中
、
恒
例
の
「
つ
く
し
祭
」
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
青
嵐
荘
つ
く
し
園
は
４
月
に

創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「

30
周
年
記
念
式
典
」
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
記

念
式
典
は
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
宇
留
野
理

事
長
、
宇
留
野
業
務
執
行
理
事
、
家
族
会
会
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ご
利
用
者
と
職
員
と
共
に
お
祝
い
で
き
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
当
施
設
が
30
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
い

て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
多
く
の
関
係
者
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
芳
香
会
と
つ
く
し
園
を

長
年
に
わ
た
り
熱
い
思
い
で
支
え
て
頂
い
た
諸
先
輩
方

に
、
改
め
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
つ
く
し
祭
で
は
、
30
周
年
を
迎
え
た
記
念
施

策
と
し
て
作
成
し
た
「
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
「
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
」
な
ど

の
お
披
露
目
を
行
い
、
記
念
樹
と
し
て
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を

植
樹
し
ま
し
た
。
ど
の
施
策
も
「
感
謝
の
気
持
ち
」
と

「
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
」
、
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ま
で
の
30
年
の
歴

史
の
中
で
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
施
設
の
強
み

や
長
所
を
継
続
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
30
年
に
向
か

い
、
時
代
と
共
に
変
化
さ

せ
な
が
ら
発
展
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
  

（
吉
田) 

①
個
人
情
報
保
護
研
修 

 

９
月
17
日
㈫
個
人
情
報
保
護
推
進
委
員
会
主
催
の
第
一
回
研
修
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
新
任
職
員
、
随
時
採
用
の
職
員
を
対
象
に
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
や
日
々
の
業
務
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
気
を
付
け
る
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。 

②
精
神
・
発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

 

９
月
30
日
㈪
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
様
に
依
頼
し
『
精
神
・
発
達
障
害
者

し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
施
設
に
参
加
者

を
募
り
、
16
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
事
例
検
討
で
は
活
発
な
意
見
交

換
が
出
来
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

③
第
一
回 

苦
情
受
付
第
三
者
委
員
会 

 

10
月
23
日
㈬
今
年
度
第
一
回
目
と
な
る
『
苦
情
受
付
第
三
者
委
員

会
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
会
場
参
加
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
と
と
も
に
苦
情
の
内

容
に
も
変
化
を
感
じ
る
昨

今
、
第
三
者
委
員
の
２
名
の

先
生
方
に
は
、
対
応
方
法
や

事
業
所
と
し
て
す
り
合
わ
せ

て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど

大
変
参
考
に
な
る
ご
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 




